











































































































































































































対立項の二つの側面がそれぞれ三つの文 (〔1〕～ 〔3〕と 〔4〕～ 〔6〕)でまとめられている｡た






































ヘー ゲルの言う矛盾 (1)- r論理学｣における矛盾の分析 竹島 尚仁
何よりも強調されねばならないのは､肯定的なもの ･否定的なものの意味内容そのものの存在26と
意味内容とを切り推して考えることは事態の本質を見誤ることになるという点である27｡なぜなら､肯
定的なものという意味内容が存在することは､まさしく否定的なものという意味内容ではない独自の
意味内容をもつことによっているからである｡つまり肯定的なものの存在は否定的なものではないこ
とによっているからであるO自立的に肯定的なもの ･自立的に否定的なものが存在するためには､そ
れぞれの内容規定が確定されていることが不可欠である.
そこで先の引用について合理的な解釈を総合的な観点から施すとすれば､それは,対立項の存在と
同時にむしろ意味内容に重心を置いてつぎのように解釈できるのではないだろうか｡対立項のそれぞ
れが ｢他者が存在するかぎりで存在する｣とは､対立項がそれぞれの ｢他者によって｣そうであると
ころのものであり､それゆえ存在する｡｢他者が存在しないかぎりで存在する｣とは､対立項がそれぞ
れの ｢他者の非存在によって｣つまり他者でない28ことによってそうであるところのものであり､そ
れゆえ存在する､と｡
こうして最終段階において､肯定的なものと否定的なものは､自立的な反省規定としてつぎのよう
に捉えられている｡
｢肯定的なものと否定的なものは､〔1〕定立された存在であるだけでも､〔2〕没交渉なものであ
るだけでもないO〔3〕それら白身でないところの統一における定立された存在あるいは他者へ
の関係は､各々へ取り戻されている｡どちらもそれ自身において肯定的でありまた否定的であ
る｣29
引用中の 〔1〕〔2〕は対立の第-､第二段階に､〔3〕がその第三段階に対応する｡このような過程
を通じて､対立項は他者-の関係を取り戻した自立的な存在となるのであるが､両者の固有な意味そ
のものはそれぞれつぎのように説明される｡
｢肯定的なものはたしかに定立された存在ではあるが､しかしそれにとっては定立された存在は揚
索されたものとしての定立された存在にすぎない､という具合にである｡肯定的なものとは対立
zbヘーゲルが r論理学jにおいて請カテゴリー の形而上学的な意味を考察していることは疑いえないが､そもそも
その分析にあたってどのような意味での存在を考えておくべきであろうか｡協極 陰極のような物理的な意味で
の存在なのか､プラス マイナスのような数学的な意味での存在なのか､広くそうした存在を包括する形而上学
的な意味での存在なのか､それとも文字通り肯定 否定のような くとりあえず現実に安当するかかどうかを闘わ
なくて済む)意味論上のあるいは論理上の存在なのか｡私自身は､前二者が r論理学jの直接の対象でないこと
は明らかであるし､そして妨三のレベルが r論理学jの対象であるとしても､堀後のレペ)i,が r論理学｣におい
てまず成り立たないといけないものであると考えているので､以下本稿ではiIj定的なもの 否定的なものの恵味
内容を考案の中心に増えることにする｡
㌘ もちろん､それらの存在と意味内容とを切り離して考えてはいけないとしても､区別することが拒まれるわけで
はない0
23 ヴェン図を思い描いて､ilf走的なものは否定的なものが存在しないところに存在する､と解釈することも可能で
あるcLかしその解釈は､実質的に肯定的なものが否定的なものではないということに還元されると考えられる0
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していないもの (dasNIChte71tgegeZlgeSetZte)であるO たしかに或るものは他在への関係の
なかで肯定的と規定されるのであるが､しかしこのあるものの本性は定立されたものではないと
いうことである｣3)
｢否定的なものは､それ自身がもはや定立された存在 ではなくて自立的な存在であるOそれだ
から肯定的なものを否定する自己-の反省はこの自分の非存在を自分から排除することである
と規定されている｡ 自己内反省としてそれは他者への関係を否定する｡ 否定的なものは
それだけで存立している対立したものである ｣31
まず肯定的なものは､他者によってその意味内容が定まりそして他者によって存在するがゆえに､定
立された存在であるOところが､肯定的なものが肯定的なものであり､固有の意味をもつのは.他者
によって定立されていることが覆い隠され､対立関係を免れているものとして捉えられているからで
ある｡つまり､肯定的なものの固有の内容規定は､定立されているということが揚棄されている (定
立されたものではない)ということ､あるいは対立していないということなのである｡
他方否定的なものは､肯定的なものと同様に定立された存在であることには違いがない｡しかし否
定的なものは､自分の非存在すなわち肯定的なものを自分から排除することによって､この定立され
ているということを否定してしまう｡この排除は他者への関係を否定することであり､それによって
自己へと反省し､｢肯定的に自己自身にやすらい｣32それだけで存立するものとなるOそして否定的な
ものの固有の内容規定は､自分の非存在すなわち肯定的なものを自分から排除することであり､対立
しているということなのであるO
ヘーゲルは以上のように幾分手間のかかる仕方で､対立の契機である肯定的なものと否定的なもの
がどのような関係性を通じて成り立っているのかを示している｡要は､定立されていることと自己へ
と反省していること､ひろく言えば他者へと関係していることと自己へと関係していることという規
定に含まれている関係性が指摘されたわけであるO肯定的なものと否定的なものは､その関係性の一
面を役い隠すような仕方で自立的な存立をもつようになっていることが示されたのである.しかしそ
のような説明は､同者がそれぞれにおいてそもそも矛盾していることを示すための前置きのようなも
のであると言えるかもしれない｡というのは､次節でみるヘーゲルの言う矛盾は､まさに対立関係の
説明のなかに現れた関係性をそのままうけとめ,そこに伏在する矛盾を知らしめるという体裁になっ
ているからである｡
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